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（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

旧
小
坂
小
学
校
改
修

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
う

ち
、
一
般
会
計
（
第
１
号
）
は
、

１
億
５
１
３
２
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
１
３
１
億
７
１

３
２
万
円
と
す
る
こ
と
を
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
増
額
は
、
旧
小
坂
小
学

校
の
改
修
５
０
０
０
万
円
、
２

月
雪
害
に
よ
る
農
業
被
害
補
助

４
１
２
０
万
円
な
ど
で
、
そ
の

財
源
は
補
助
金
と
基
金（
貯
金
）

で
す
。

費
５
０
０
０
万
円
の
内
容
は
。

　

旧
小
坂
小
を
福

祉
ゾ
ー
ン
と
し

て
、
介
護
予
防
な
ど
の
軽
運
動

の
器
具
を
設
置
し
、
地
域
の
憩

い
の
場
と
す
る
も
の
。

　

そ
の
財
源
は
、
県
補
助
金
３

０
０
０
万
円
と
町
復
興
基
金

（
貯
金
）
２
０
０
０
万
円
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

廃
校
利
用
に
は
防

犯
・
防
火
設
備
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
そ
の
予
算
は
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。　

今
後
、管
理
上
、

安
全
上
か
ら
も

シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
、

安
全
を
確
保
し
た
い
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

こ
の
施
設
の
管
理
は

ど
う
す
る
の
か
。

　

今
後
、
協
議
会

な
ど
を
作
り
、
地

元
の
人
た
ち
と
相
談
し
な
が
ら

運
営
や
改
修
を
進
め
て
い
き
た

い
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

旧
小
坂
小
の
耐
用
年

数
は
15
年
く
ら
い
と
聞
い
た
。

そ
の
改
修
に
５
０
０
０
万
円
も

使
う
の
か
。

　

そ
れ
よ
り
外
壁
や
耐
震
構
造

に
使
い
、
耐
用
年
数
を
延
ば
し

て
は
ど
う
か
。

　

地
域
の
高
齢
者

が
元
気
に
過
ご
せ

れ
ば
５
０
０
０
万
円
の
投
資
は

理
解
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
る
。

　

耐
用
年
数
は
、
15
年
後
に
、

施
設
の
継
続
が
必
要
で
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

　

小
坂
地
区
に
は
国
見

の
里
も
あ
り
、
高
齢
者

旧
小
坂
小
を
介
護
予
防
交
流
施
設
に
改
修

改
修
費
用
は
５
０
０
０
万
円

質質

疑疑

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

企
画
情
報

課
　
　
長

防
犯
・
防
火
へ
の

対
応
は

耐
用
年
数
を
延
長

し
て
は

施
設
の
管
理
は

ど
う
す
る
の
か

旧
小
坂
小
の

改
修
内
容
は

問

問

問 問町
長

6月定例会
　
６
月
議
会
定
例
会
は
６
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
４
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、「
旧
小
坂
小
学
校
を
介
護
予
防
交
流
施
設

に
改
修
す
る
補
正
予
算
」や「
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
を
再
開

す
る
条
例
改
正
」な
ど
19
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
、
同
意
、
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
10
項
目
に
わ
た
っ

て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算



3

（中央）介護予防や地域の憩いの場に活用される旧小坂小学校
（右・特別養護老人ホーム「国見の里」、左・泉田中町内会の「いきいきサロン」）

ゾ
ー
ン
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
は
地
区
の
寄

り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
交
流

で
き
る
場
に
し
て
い
き
た
い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

番
号
法
シ
ス
テ
ム
改

修
費
３
３
２
４
万
円
の
内
容
は
。

　

国
の
番
号
法
に

対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
に
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す

る
も
の
。
来
年
度
に
は
サ
ー

バ
ー
な
ど
の
機
器
整
備
を
予
定

し
、
２
カ
年
で
対
応
す
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

番
号
法
開
始
に
よ
っ

て
町
に
義
務
付
け
ら
れ
る
特
定

個
人
情
報
の
漏
え
い
防
止
へ
の

対
応
は
。

　

現
在
も
個
人
情

報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
た
め
様
々
な
対
応

を
し
て
い
る
。

　

番
号
法
開
始
後
は
、
国
が
設

置
す
る
第
三
者
機
関
へ
利
用
方

法
な
ど
に
問
題
が
な
い
か
報
告

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

今
年
度
か
ら
は
じ
ま

る
農
地
中
間
管
理
事
業
の
内
容

と
農
業
委
員
会
の
関
連
は
。

　

町
が
農
地
の
貸

し
借
り
や
規
模
拡

大
な
ど
の
意
向
を
調
査
し
、
ど

の
農
家
や
地
区
に
配
分
す
る
か

計
画
を
作
る
も
の
。
そ
の
策
定

を
県
の
中
間
管
理
機
構
に
お
願

い
す
る
。

　

町
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

た
め
、
農
業
委
員
会
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た

い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

雪
害
へ
の
補
助
事
業

４
１
２
０
万
円
の
積
算
内
容
は
。

　

対
象
物
件
は
80

件
、
農
家
数
は
約

40
戸
。
主
な
被
害
は
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
、
そ
の
撤
去
費
用
や

修
繕
、
新
設
な
ど
が
対
象
と
な

る
。
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算

５
０
０
万
円
に
追
加
す
る
も

の
。

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
託
料
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　

計
画
書
の
挿
絵

や
表
の
作
成
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
理
解
し

て
も
ら
う
講
演
会
や
大
学
講
座

の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

な
ど
を
委
託
す
る
も
の
。

平成26年度一般会計
補正予算（第１号）の主な内容

【主な事業】
◦旧小坂小の介護予防施設への改修� 5000万円
◦大雪によるビニールハウス被害などへの補助金� 4120万円
◦番号制度導入のためのシステム改修� 3324万円
◦木造住宅を耐震改修するための補助金� 926万円
◦歴史まちづくりを推進するための委託料など� 518万円
◦人・農地プランを策定するための委託料� 253万円
◦女性100人応援団ツアーの費用� 200万円
◦アンポ柿加工に向けた生産管理の補助金� 170万円
◦その他� 621万円
� 計　1億5132万円
【主な財源】
◦国・県からの補助金� 9051万円
◦基金（貯金）の取り崩し� 2000万円
◦前年度からの繰越金� 3549万円
◦その他� 532万円
� 計　1億5132万円

企
画
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長
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業
振
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長
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画
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課
　
　
長

農
地
中
間
管
理
の

取
り
組
み
は

雪
害
補
助
の
内
容
は

歴
ま
ち
委
託
料
の

内
容
は

個
人
情
報
保
護
は

万
全
か

番

※

号
法
へ
の
対
応
は

問

問問

問

問

※
番
号
法
と
は

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
な
ど
の
法

律
に
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限
っ

て
個
人
識
別
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）を
利
用
し
、
行
政
の
効
率

化
と
国
民
の
利
便
性
の
向
上
を

は
か
る
も
の
。
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